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　          キックスターターは可倒式ペダルへ交換が必要となります。右の写真のよう
　　　　　　にキックペダルを踏み下ろした状態でエキパイ（サイレンサー）との接触を
　注意事項　防ぐことが可能です。
　　　　　　一般社団法人全国二輪車用品連合会（JMCA）公認マフラーではございませ
　　　　　　ん。公認マフラーと比較して音量が大きいため3タイプのエアバッフルで音
　　　　　　量を調整してください。マフラー取り付け後50～100km走行経過時にはボル
　　　　　　ト、ナット類の緩みが発生しないことを確認してください。

製品に関するお問い合わせ
Minimoto発売製品についてのご質問、ご意見は「お客様相談窓
口」0266-75-5770 までお電話ください。

取扱説明書
モンキーSPクラシックマフラー

□内容品
マフラー本体・・・1ヶ
エアバッフルφ19仕様・・・1ヶ
ブレーキペダルピポット平ワッシャーφ15.0×φ26.0×1.6mm・・・1ヶ
シリンダーヘッド取付けO形状ガスケット・・・1ヶ
スナップピンφ14・・・1ヶ
六角UナットM6・・・2ヶ
キャップボルトM6×8・・・1ヶ

□取付け手順書

□適合車
モンキー/ゴリラ（12V）Z50J-2000001～/AB27-1000001～
モンキー/ゴリラ3.1PS（6V）Z50J-1600008～1805927
モンキー/ゴリラ2.6PS（6V）Z50J-1300017～1510400
モンキー（6V）Z50J 1000001～1195595
＊インジェクション車は適合不可

□特長
モンキーSPクラシックマフラーはスリート走行を前提に、走りの楽しさを加速させる究極のストリートマフラーです。
流行りを求めないベーシックなマフラーデザインを追求し、シンプルなスタイルでありながら確かな性能を発揮し、あ
らゆるレベルのユーザーにお薦めするマフラーです。ステンレス製バフ仕上げのエキゾーストパイプ、サイレンサーを
採用。サイレンサーと同素材を使用したMade in Jajapnを刻んだエンブレムバッジはハイスペックマフラーを控えめに
アピールします。
テスト走行を繰り返し完成させた完成度の高いマフラーは49～124ccエンジン対応でエンジン性能を如何なく発揮しま
す。ノーマルヘッドやZシリーズ（当社製品）ヘッド対応でセットにはオールラウンドユースに適した口径φ19バッフル
が標準装備です。別販売にて口径φ16、22mmバッフルを発売中です。
またGクラフト製、OVER製バックステップにも対応します。別販売にてアルミ製バックステップ用ブレーキピポットス
ペーサーをご用意しています。マフラー取付けはシンプルな構造のブレーキピポット取付け仕様です。

□マフラー取り付時のアドバイス事項
・マフラーはGクラフト製、OVER製バックステップとの同時装着が可能です（2016年12月時点迄に発売の製品に限る）。
・エンジンアンダーカウル装着車の場合、アンダーカウルをカットする加工が必要な場合がございます。ソリッドアッ
  プ製モンキー用アンダーカウルは後方部分のカット加工が必要です。
・リアディスクブレーキとの干渉がなく取付け可能です。
・キックスターターペダルは可倒式へ変更が必要です（ノーマルキックスターターペダルは使用できません）。
・取付けステーは49～124ccまで対応のロング穴仕様です。
□バッフル選択方法
＊下記は推奨セッティングです。あくまで目安のため実走行の上、最適なバッフルをご選択ください。
・φ16 49cc～ヘッド交換無の88ccボアアップ車（別販売/製品ID 5342）
・φ19 88cc～106ccボアアップ車（セット標準品/製品ID 5343）
・φ22 88cc～124ccボアアップ車（別販売/製品ID 5344）

1.作業前に行うこと
純正マフラーを取り外してください。取り外した部品は使用せず、付属の部品を使用してマフラーを取り付けます。

①シリンダーヘッドへ付属の
マフラーガスケットを取り付
けします。次にスタッドボル
トへマフラーフランジボルト
穴を合わせ、付属六角Uナット
M6で固定します（仮止めとし
てください）。

②サイレンサー部の長穴をブ
レーキペダルピポットシャフ
トへ引っかけ、付属のブレー
キペダルピポット平ワッ
シャーとスナップピンφ14で
固定します。シリンダーヘッ
ドナットを増し締めします。

③付属のエアバッフルをキャップ
ボルトM6×8で取付けします。エア
バッフルは指先で穴位置を合わせ
キャップボルトを指先で回るとこ
とまで回し、次に六角レンチで増
し締め、固定します。

④綺麗なウエスとパーツクリー
ナー（IPA：アルコール類）で指紋
や油分をふき取ります。マフラー
が熱焼けで汚れが浮き上がること
を防止します。
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